
港湾事業の再評価項目調書

事業名（箇所名） 防波堤整備事業（鳥取港 千代地区）

実 施 箇 所 鳥取県鳥取市

該 当 基 準 再評価実施後5年間が経過している事業

主 な 事 業 の 諸 元 防波堤（第１）、防波堤（第１）（西）、岸壁（-10m）、岸壁（-7.5m）、
泊地（-10m）、泊地（-7.5m）等

事 業 期 間 事業採択 昭和52年度 完了 平成25年度

総 事 業 費 ( 億 円 ) 385 残 事 業 費 ( 億 円 ) 31

目 的 ・ 必 要 性 港内静穏度を確保し、年間を通じた荷役作業の効率化・安全性の向上により、
物流ターミナルとしての役割を果たすと共に、日本海特有の冬季風浪から背後施
設を防護し、航行船舶の避難水域確保と港内への安全な航路確保が必要である。

便 益 の 主 な 根 拠 輸送コスト削減（平成26年予測取扱貨物量：55万ﾄﾝ/年）
海難事故等による損失の回避（平成26年予測損失回避隻数：11隻/年）

事 業 全 体 の 基準年度 平成22年度

投 資 効 率 性 B：総便益 1,201 Ｃ：総費用 1,020 全体Ｂ／Ｃ 1.2
(億円) (億円)

B－Ｃ 181 EIRR(%) 5.7

残事業の投資効率性 B：総便益 285 Ｃ：総費用 44 継続Ｂ／Ｃ 6.5
(億円) (億円)

感 度 分 析 事業全体のＢ／Ｃ 残事業のＢ／Ｃ
需 要（-10％～+10％） （1.1～1.2） （5.8～7.1）
建 設 費（+10％～-10％） （1.2～1.2） （5.9～7.2）
建設期間（+10％～-10％） （1.2～1.2） （6.3～6.6）

事 業 の 効 果 等 当該事業を実施することにより、港湾物流の円滑化に対応し、輸送コストの削
減が図られる。また、船舶の避難に必要な静穏水域が確保でき、海難事故等の損
失の回避が図られる。

社会情勢等の変化 鳥取港背後圏において中国横断自動車道姫路鳥取線の整備が進んでおり、企業立
地の促進が期待される。

主な事業の進捗状況 総事業費385億円、既投資額354億円。平成21年度末現在 事業進捗率92％

事業の進捗の見込み 平成25年度に完成予定

コスト縮減や代替案 本体工の中詰材として重量のあるニッケルスラグ（建設副産物）を有効活用し、
立 案 等 の 可 能 性 設計断面を見直すことでコスト縮減を図っている。

対応方針（原案） 継続

対 応 方 針 理 由 十分な事業の投資効果が確認され、港湾利用者からも早期完成が強く要望されて
いるため。

そ の 他 （その他の指標による評価）
・小型船舶の安全な入出港航路が確保される。
・自動車排出ガス（CO2、NOX）削減による環境への負荷軽減。



平成２２年７月 国土交通省 中国地方整備局平成２２年７月 国土交通省 中国地方整備局

鳥取港千代地区
防波堤整備事業 再評価

鳥取港千代地区
防波堤整備事業 再評価



1．事業位置図
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２．２．鳥取鳥取港の利用状況港の利用状況
鳥取港千代鳥取港千代地区地区
防波堤防波堤整備事業整備事業

（（１１））取扱取扱貨物貨物量の推移量の推移

（（２２））取扱取扱貨物貨物の内訳の内訳（（H20H20実績）実績）

外貿（輸入）
3千トン

内貿
451千トン

鉄鉱石
（製鋼スラグ）

66千ﾄﾝ

砂利・砂
87千ﾄﾝ

石灰石
81千ﾄﾝ

セメント
88千ﾄﾝ

重油
32千ﾄﾝ

その他 5千ﾄﾝ

砂利・砂18千ﾄﾝ

石材
40千ﾄﾝ

廃土砂 21千ﾄﾝ

その他 13千ﾄﾝ

化学薬品
100%

移入：計359千トン

移出：計92千トン

出典：H16～19港湾統計、H20鳥取県資料



２．２．鳥取鳥取港の利用状況港の利用状況
鳥取港千代鳥取港千代地区地区
防波堤防波堤整備事業整備事業

（３）背後岸壁の利用状況（３）背後岸壁の利用状況

化学薬品取扱状況

砂利・砂取扱状況 重油取扱状況

セメント取扱状況

岸壁(-4.5m)
岸壁(-5.0m)

岸壁(-7.5m)

岸壁(-7.5m)

岸壁(-10m)



３３．．鳥取港の課題鳥取港の課題
鳥取港千代鳥取港千代地区地区
防波堤防波堤整備事業整備事業

避難泊地（予定）
※1,000～3,000総ﾄﾝ級1隻収容

千
代
川

《港内静穏度及び小型船舶の安全な入出港航路の確保》
背後物流ターミナルの安定した稼働確保並びに利用する船舶の荷役作業の効率化・安全性の向上。

《避難水域の確保》
当該海域の避難泊地需要に対応した水域の確保。

特殊波発生
航行に支障

千代航路

防波堤(第1) 越波状況

防波堤(第５)
110m

防波堤(第２)
470m

防波堤(第３)
473m

防波堤(第１)(西) ３00m

防波堤(第３)(撤去)
130m

防波堤(第１)

防波堤(第２)(改良)
410m

西浜航路(予定)

防波堤(第１) 700m



防波堤(第１)(西)整備等
による西浜航路開設。

防波堤整備による
港内静穏度確保。

港内静穏度を確保し、年間を通じた荷役作業の効率化・ 安全性の向
上により、物流ターミナルとしての役割を果たすと共に、新たな港口を
確保し、小型船舶入出港の効率化・安全性を向上する。

避難泊地需要に対応した水域を確保する。

４４．整備目的・必要性．整備目的・必要性
鳥取港千代鳥取港千代地区地区
防波堤防波堤整備事業整備事業

鳥取港千代地区防波堤の整備鳥取港千代地区防波堤の整備



西浜航路(予定)

泊地(-7.5m)

泊地
(-7.5m)

泊地(-10m)

千代航路

岸壁(-7.5m) 3ﾊﾞｰｽ

岸壁(-4.5m) 1ﾊﾞｰｽ

岸壁(-10.0m) 1ﾊﾞｰｽ

岸壁(-5.0m) 1ﾊﾞｰｽ

上屋 2棟、荷役機械 1基

防波堤(第５)
110m

ふ頭用地
13.1ha

ふ頭用地
3.3ha

防波堤(第３)撤去
130m

防波堤(第３)
473m

防波堤(第１) 700m 防波堤(第１)(西) ３00m

１７１億円防波堤（第１）

８０億円防波堤（第１）（西）

【直轄事業】 ２５１億円

４億円ふ頭用地

３億円上屋

荷役機械 ４億円

【起債事業】 １１億円

１１億円防波堤（第３）（撤去）

３６億円防波堤（第２）

１３億円泊地（-10m）

４億円泊地（-7.5m）

６億円臨港道路

９億円岸壁（-10m）

0.5億円岸壁（-5.0m）

１１億円岸壁（-7.5m）

0.5億円岸壁（-4.5m）

７億円防波堤（第５）

８億円防波堤（第２）（改良）

１７億円防波堤（第３）

【補助事業】 １２３億円

５．事業概要（事業箇所）５．事業概要（事業箇所）
鳥取港千代鳥取港千代地区地区
防波堤防波堤整備事業整備事業

臨港道路 2.7km

総事業費：385億円 （既投資額：354億円） 整備期間：昭和52年度～平成25年度 （進捗率：92％）
※本事業の構成施設は、第一線防波堤と共に整備されている係留施設等も評価関連施設として考慮している。

（凡例）
黄字：評価対象施設
白字：評価関連施設

：残事業部分

防波堤(第２)
(改良)
410m

防波堤(第２)
470m

撤去済



５．事業概要（残事業箇所）５．事業概要（残事業箇所）
鳥取港千代鳥取港千代地区地区
防波堤防波堤整備事業整備事業

防波堤(第３)

(撤去)
【補助事業】

３６％進捗率

７億円残事業（H22以降）

４億円既投資額

１１億円全体事業

防波堤(第１)

(西)
【直轄事業】

７４％進捗率

２１億円残事業（H22以降）

５９億円既投資額

８０億円全体事業

防波堤(第２)

(改良)
【補助事業】

６３％進捗率

３億円残事業（H22以降）

５億円既投資額

８億円全体事業

○現在、防波堤(第１)(西)、防波堤(第２)(改良)、防波堤(第３)(撤去)を整備中。
○平成25年度完了予定。

西浜航路(予定)

千代航路 防波堤(第３)撤去
残延長：約 80m

防波堤(第１)(西) 
残延長：約 80m

防波堤(第２)
(改良)

残延長：約 150m

撤去済
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６．事業効果６．事業効果（便益対象貨物量）（便益対象貨物量）
鳥取港千代鳥取港千代地区地区
防波堤防波堤整備事業整備事業

○評価対象岸壁における取扱貨物実績及び企業ヒアリングより
H26以降の貨物量は554千トン/年の取扱いを見込んでいる。

444千トン

554千トン 評価対象岸壁の取扱貨物量 単位：千トン

品目 貨物
H20

（実績）
H26

（見込）
設定の考え方

林産品 製材 0 100 企業ヒアリングより

金属機械工業品 金属製品 4 0 企業ヒアリングより

特殊品 金属くず 0 24 企業ヒアリングより

廃土砂 21 0 企業ヒアリングより

鉱産品 砕石等 254 295
鉄鉱石、砂利・砂、
石灰石の取扱貨物
実績の動向より

石材 40 29
取扱貨物実績の動
向より

化学工業品 セメント 88 68
取扱貨物実績の動
向より

重油 34 35
取扱貨物実績の動
向より

化学薬品 3 3
取扱貨物実績の動
向より

444 554合計



６．事業効果６．事業効果（陸上輸送コストの削減）（陸上輸送コストの削減）

鳥取港境港

○プロジェクトの実施により鳥取港の岸壁が使用可能となり陸上輸送費用を削減できる。

■鳥取港評価対象岸壁将来推計取扱貨物量
H26推計貨物量：554千トン

■陸上輸送費用の削減額

年間20.9億円

鳥取港千代鳥取港千代地区地区
防波堤防波堤整備事業整備事業

国内外諸港

荷主

Without時：境港～荷主
陸上輸送距離（往復）：208km

With時：鳥取港～荷主
陸上輸送距離（往復）：15km

岡山県

鳥取県



６．事業効果（海難事故等による損失の回避）６．事業効果（海難事故等による損失の回避）

○プロジェクトの実施により避難泊地が確保でき、海難事故等による損失を回避できる。

鳥取港千代鳥取港千代地区地区
防波堤防波堤整備事業整備事業

Without時Without時 With時With時

・人的損失

・積み荷損失

・船舶損傷に伴う損失

・船舶修繕期間中の損失

・事故船処理に伴う損失

・流出油による海洋環境汚染に伴う損失

海難発生

荒天予測

回避可能か

避難可能か

海難の回避

可

可

不可

不可

貨物船の海難事故

第八管区海上保安部提供

1,000～3,000総ﾄﾝ級
11隻/年が海難損失を回避

海難事故海難事故等による損失の回避等による損失の回避：年間14.9億円

海難の

リスク



６．事業効果（６．事業効果（その他効果①その他効果①））
鳥取港千代鳥取港千代地区地区
防波堤防波堤整備事業整備事業

防波堤(第１)(西) 整備

西浜航路の開設

防波堤(第３)撤去

事業後、小型船舶の安全な入出港航路が確保され、滞船が解消される。

小型船舶の入出港航路

：残事業部分

特殊波発生
航行に支障

千代航路

小型船舶の安全な入出港航路が確保される。



６．事業効果（その他効果６．事業効果（その他効果②②））
鳥取港千代鳥取港千代地区地区
防波堤防波堤整備事業整備事業

・貨物の陸上輸送距離短縮による化石燃料の節約及び自動車排気ガスの低減。
(CO2 1,162ﾄﾝ-C/年、NOx   31ﾄﾝ/年 )

環境への負荷軽減

９３％削減

(ﾄﾝ-C／年)

(ﾄﾝ／年)

１，２５２

９０

NOX排出量

９２％削減
３４

３

CO2排出量

鳥取港

境港

陸上輸送距離（往復）：208ｋｍ

陸上輸送距離（往復）：15ｋｍ

荷主



鳥取港千代鳥取港千代地区地区
防波堤防波堤整備事業整備事業

○事業コストの縮減

７．コスト縮減等の方策７．コスト縮減等の方策

コスト削減の方策

28.9m 17.3m

ケ
ー
ソ
ン

ケ
ー
ソ
ン

中
詰
材

中
詰
材

中
詰
材

海砂 ニッケルスラグ

断面の縮小

消波ブロック 消波ブロック

縮減率縮減率 約１６％約１６％

断面の一例

：施工時 ：完成時

一般的に防波堤断面は“本体工（ケーソン重量）”と“作用する波力”の関係により決定。
ケーソン重量を増すために → 中詰材に重量のあるニッケルスラグを活用し本体工の重量を増加。
作用する波力を低減するために → 波力低減に効果のある構造断面を採用。
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1

８８．投資効果．投資効果
鳥取港千代鳥取港千代地区地区
防波堤防波堤整備事業整備事業

費用対効果分析の結果、純現在価値（B-C）が１８１億円、
費用便益比（B/C）が１．２となり、十分な投資効果があること
が確認された。

※端数処理のため、各項目の金額の和は、必ずしも合計とはならない。
※本表中の額は、平成22年度を基準年として現在価値化した後のものである。

６．５

１４億円

３０億円

４４億円

０．３億円

２８５億円

－

２８５億円

残事業

１０億円残存価値

１，０２０億円総費用（C)

１，２０１億円総便益（B）

２８５億円海難事故等の損失回避便益

５３億円管理運営費

９０７億円陸上輸送コスト削減便益

１．２費用便益比（Ｂ／Ｃ）

９６７億円事業費

事業全体

+10％-10％+10％-10％

６．３６．６１．２１．２事業期間

５．９７．２１．２１．２事業費

７．１５．８１．２１．１需要量

残事業事業全体
要因

○費用対効果分析結果 ○感度分析結果（B/Cによる分析）

防波堤事業期間 防波堤完成後の評価期間(50年)

評価関連施設（岸壁）の評価期間(50年)評価関連施設
事業期間

便
益

（
B

)
費

用
（
C

)

再評価時
（Ｈ22）



①事業の必要性等の視点

１）事業を巡る社会経済情勢等の変化

◇鳥取港背後圏において中国横断自動車道姫路鳥取線の整備が進んでおり、企業立地の促進が期待される。
（平成22年3月に鳥取県内は全面開通）

２）事業の投資効果

費用便益費（Ｂ／Ｃ） ＝ １．２（事業全体） ６．５（残事業）

３）事業の進捗状況

◇総 事 業 費 ：３８５億円 （既投資額：３５４億円）
◇残 事 業 費 ： ３１億円
◇事業進捗率 ： ９２％ （平成２１年度末）

②事業の進捗の見込み

◇直轄事業、補助事業共に平成２５年度完了予定。

③コスト縮減や代替案立案等の可能性

◇本体工の中詰材として重量のあるニッケルスラグ（建設副産物）を有効活用し、設計断面を見直すことでコスト縮減を図っている。

【今後の対応方針（原案）】

上記①、②の各視点により、効果が十分に見込まれると判断でき、港湾利用者からも早期完成が強く要
望されていることから継続が妥当

９９．今後の対応方針（原案）．今後の対応方針（原案）
鳥取港千代鳥取港千代地区地区
防波堤防波堤整備事業整備事業

１．再評価の視点

２．県への意見照会結果

◇「対応方針（原案）案については異存ありません」



１０１０．前回評価時との比較．前回評価時との比較
鳥取港千代鳥取港千代地区地区
防波堤防波堤整備事業整備事業

総費用及び総便益見直しのため1.21.5費用便益比（B／C）

取扱貨物需要の見直しに加え、現
在価値化において評価基準年が
異なるため

1,20１億円1,222億円総便益（Ｂ）

上記に加え、現在価値化において
評価基準年が異なるため

1,020億円817億円総費用（Ｃ）

本体工の設計断面を見直すことで
コストを縮減したため

385億円408億円総事業費

変更なしS52～H25S52～H25事業期間

変更なし

防波堤（第１）、（第２）
（第３）、（第５）

岸壁 (-10m)、(-7.5m)
(-5.0m)、(-4.5m)

泊地 (-10m)、（-7.5m）
臨港道路、上屋

荷役機械、埠頭用地

防波堤（第１）、（第２）
（第３）、（第５）

岸壁 (-10m)、(-7.5m)
(-5.0m)、(-4.5m)

泊地 (-10m)、（-7.5m）
臨港道路、上屋

荷役機械、埠頭用地

事業諸元

（要因等）（H22再評価）（H17再評価）

備 考今回評価前回評価
事 項



鳥取港千代地区防波堤整備事業

〔費用便益比（Ｂ／Ｃ）算定等資料〕



【参考資料１】

平成 22 年度

貨幣換算が困難な
効果等による評価

評価の観点 貨幣換算が困難な効果

安全 小型船舶の安全な入出港航路が確保される

環境 ＣＯ２、ＮＯｘ等の排出量削減

385

全体B/CC:総費用(億円)

31残事業費(億円)

平成

（

） （ 5.9

1.1 1.2 ）

～
感度分析

事業全体のＢ／Ｃ

1.2

5.8（

～

～

残事業のＢ／Ｃ

）～

十分な事業の投資効果が確認され、港湾利用者からも早期完成が強く要望されていることから。

対応方針

平成25年度に完成予定

コスト縮減や
代替案立案等の可
能性

本体工の中詰材として重量のあるニッケルスラグ（建設副産物）を有効活用し、設計断面を見直すことでコ
スト縮減を図っている。

主な事業の
進捗の見込み

（

（

主な事業の
進捗状況

総事業費385億円、既投資額354億円
平成21年度末現在　事業進捗率92%

7.1

44

5.7

残事業の投資効率性

建設期間（+10%～-10%）

需　　要（-10%～+10%）

建 設 費（+10%～-10%）

C:総費用(億円)B:総便益(億円) 285

1020

　港内静穏度を確保し、年間を通じた荷役作業の効率化・安全性の向上により、物流ターミナルとしての役
割を果たすと共に、日本海特有の冬期風浪から背後施設を防護し、航行船舶の避難水域確保と港内への
安全な航路確保が必要である。

基準年度 平成 22

25年度 完了

該当基準 再々評価：再評価実施後５年間が経過している事業

防波堤（第１）、防波堤（第１）（西）、岸壁（-10m）、岸壁（-7.5m）、泊地（-10m）、泊地（-7.5m）等

鳥取県

総事業費（億円）

昭和 52事業採択事業期間

実施箇所

カルテ表示項目

鳥取県鳥取市

検索対象都道府県指定（複数可）

B:総便益(億円) 1201

目的・必要性

主な事業の諸元

年度

B-C EIRR (%)1.2

社会経済情勢等
の変化

事業の効果等

鳥取港背後圏において中国横断自動車道姫路鳥取線の整備が進んでおり、企業立地の促進が期待され
る。

便益の主な根拠

事業全体の
投資効率性

輸送ｺｽﾄ削減（平成２６年予測取扱貨物量：５５万ﾄﾝ/年）
海難事故等による損失の回避（平成２６年予測損失回避隻数：１１隻/年）

防波堤整備事業
（鳥取港 千代地区）

担当課

） 6.3

1.2

181

継続B/C 6.5

継続

6.6 ）

　当該事業を実施することにより、港湾物流の円滑化に対応し、輸送コストの削減が図られる。また、船舶
の避難に必要な静穏水域が確保でき、海難事故等の損失の回避が図られる。

（1.2 ～ ～1.2

対応方針理由

年度

）7.2

事業評価カルテ（再評価）　港湾 （　港湾整備事業　）

本省港湾局計画課 事業
主体

中国地方整備局

担当課長名 高橋　浩二

事業名(箇所名)



【参考資料２】

重要港湾 ［鳥取港］ 防波堤整備事業
費用便益分析シート(割引前) 費用便益分析シート(割引後)

【全体事業】 EIRR= 5.7% NPV= 181 億円
B/C= 1.2

(億円) (億円)

初期投資・
更新投資

管理
運営費

総費用（C）
輸送コスト削減

便益
事故損失
削減便益

CO2
削減便益

残存価値 総便益　（B） 純便益　（B-C）
初期投資・
更新投資

管理
運営費 総費用（C）

輸送コスト削減
便益

事故損失
削減便益

CO2
削減便益

残存価値 総便益　（B） 純便益　（B-C）

1977 10.2 10.2 -10.2 1977 3.6 60.0 60.0 -60.0
1978 5.1 5.1 -5.1 1978 3.5 26.6 26.6 -26.6
1979 9.0 9.0 -9.0 1979 3.4 41.2 41.2 -41.2
1980 10.5 10.5 -10.5 1980 3.2 42.0 42.0 -42.0
1981 11.5 11.5 -11.5 1981 3.1 43.5 43.5 -43.5
1982 13.3 13.3 -13.3 1982 3.0 48.6 48.6 -48.6
1983 17.2 17.2 -17.2 1983 2.9 60.7 60.7 -60.7
1984 24.0 24.0 -24.0 1984 2.8 80.3 80.3 -80.3
1985 25.1 25.1 -25.1 1985 2.7 82.2 82.2 -82.2
1986 21.5 21.5 0.8 0.8 -20.7 1986 2.6 67.6 67.6 1.9 1.9 -65.7
1987 18.8 18.8 0.9 0.9 -17.9 1987 2.5 56.0 56.0 2.1 2.1 -53.9
1988 18.9 18.9 1.9 1.9 -17.0 1988 2.4 52.8 52.8 4.3 4.3 -48.6
1989 15.9 15.9 1.7 1.7 -14.2 1989 2.3 40.8 40.8 3.6 3.6 -37.2
1990 1 4.3 1.3 5.6 2.0 2.0 -3.6 1990 1 2.2 10.2 3.1 13.3 3.9 3.9 -9.4
1991 2 5.5 1.3 6.8 1.9 1.9 -4.9 1991 2 2.1 12.2 2.9 15.1 3.5 3.5 -11.6
1992 3 7.8 1.3 9.1 2.5 2.5 -6.6 1992 3 2.0 16.5 2.7 19.2 4.4 4.4 -14.8
1993 4 10.7 1.3 12.0 3.4 3.4 -8.6 1993 4 1.9 21.8 2.6 24.4 5.7 5.7 -18.7
1994 5 13.4 1.3 14.7 2.8 2.8 -11.9 1994 5 1.9 26.0 2.5 28.5 4.5 4.5 -23.9
1995 6 8.6 1.3 9.9 2.8 2.8 -7.1 1995 6 1.8 16.0 2.4 18.4 4.4 4.4 -14.0
1996 7 4.1 1.3 5.4 5.6 5.6 0.2 1996 7 1.7 7.3 2.3 9.7 8.5 8.5 -1.2
1997 8 4.1 1.3 5.4 27.2 27.2 21.8 1997 8 1.7 7.0 2.2 9.2 39.2 39.2 30.0
1998 9 5.7 1.3 7.0 48.0 48.0 41.0 1998 9 1.6 9.5 2.2 11.7 67.0 67.0 55.3
1999 10 5.2 1.3 6.5 60.2 60.2 53.7 1999 10 1.5 8.5 2.1 10.6 82.0 82.0 71.4
2000 11 6.2 1.1 7.3 62.6 62.6 55.3 2000 11 1.5 9.7 1.7 11.4 83.3 83.3 71.9
2001 12 6.9 2.1 9.0 53.3 53.3 44.3 2001 12 1.4 10.6 3.2 13.8 69.1 69.1 55.3
2002 13 9.5 0.8 10.3 23.4 23.4 13.1 2002 13 1.4 14.1 1.2 15.3 29.7 29.7 14.4
2003 14 6.4 0.7 7.1 23.3 23.3 16.2 2003 14 1.3 9.1 1.0 10.1 28.8 28.8 18.7
2004 15 8.9 2.2 11.1 15.8 15.8 4.7 2004 15 1.3 11.9 2.9 14.9 19.0 19.0 4.1
2005 16 4.7 0.9 5.6 14.3 14.3 8.7 2005 16 1.2 6.0 1.1 7.1 16.7 16.7 9.6
2006 17 8.2 0.7 8.9 15.0 15.0 6.1 2006 17 1.2 9.9 0.8 10.7 17.0 17.0 6.3
2007 18 7.8 0.7 8.5 14.4 14.4 5.9 2007 18 1.1 8.8 0.8 9.6 15.8 15.8 6.2
2008 19 9.8 0.6 10.4 16.8 16.8 6.4 2008 19 1.1 10.3 0.6 10.9 17.8 17.8 6.9
2009 20 8.9 0.6 9.5 16.7 16.7 7.2 2009 20 1.0 9.3 0.6 9.9 17.4 17.4 7.5
2010 21 4.5 0.6 5.1 16.6 16.6 11.5 2010 21 1.0 4.5 0.6 5.1 16.6 16.6 11.5
2011 22 9.7 0.6 10.3 16.5 16.5 6.2 2011 22 1.0 9.3 0.6 9.9 15.9 15.9 6.0
2012 23 7.8 0.6 8.4 16.4 16.4 8.0 2012 23 0.9 7.2 0.6 7.8 15.2 15.2 7.4
2013 24 6.9 0.6 7.5 16.3 16.3 8.8 2013 24 0.9 6.1 0.5 6.7 14.5 14.5 7.8
2014 25 1 0.6 0.6 20.9 14.9 35.8 35.2 2014 25 1 0.9 0.5 0.5 17.9 12.7 30.6 30.1
2015 26 2 0.6 0.6 20.9 14.9 35.8 35.2 2015 26 2 0.8 0.5 0.5 17.2 12.2 29.4 28.9
2016 27 3 0.6 0.6 20.9 14.9 35.8 35.2 2016 27 3 0.8 0.5 0.5 16.5 11.8 28.3 27.8
2017 28 4 0.6 0.6 20.9 14.9 35.8 35.2 2017 28 4 0.8 0.5 0.5 15.9 11.3 27.2 26.7
2018 29 5 0.6 0.6 20.9 14.9 35.8 35.2 2018 29 5 0.7 0.4 0.4 15.3 10.9 26.2 25.7
2019 30 6 0.6 0.6 20.9 14.9 35.8 35.2 2019 30 6 0.7 0.4 0.4 14.7 10.5 25.2 24.7
2020 31 7 0.6 0.6 20.9 14.9 35.8 35.2 2020 31 7 0.7 0.4 0.4 14.1 10.1 24.2 23.8
2021 32 8 0.6 0.6 20.9 14.9 35.8 35.2 2021 32 8 0.6 0.4 0.4 13.6 9.7 23.3 22.9
2022 33 9 0.6 0.6 20.9 14.9 35.8 35.2 2022 33 9 0.6 0.4 0.4 13.1 9.3 22.4 22.0
2023 34 10 0.6 0.6 20.9 14.9 35.8 35.2 2023 34 10 0.6 0.4 0.4 12.6 8.9 21.5 21.1
2024 35 11 0.6 0.6 20.9 14.9 35.8 35.2 2024 35 11 0.6 0.3 0.3 12.1 8.6 20.7 20.3
2025 36 12 0.9 0.6 1.5 20.9 14.9 35.8 34.3 2025 36 12 0.6 0.5 0.3 0.8 11.6 8.3 19.9 19.0
2026 37 13 0.6 0.6 20.9 14.9 35.8 35.2 2026 37 13 0.5 0.3 0.3 11.2 8.0 19.1 18.8
2027 38 14 0.6 0.6 20.9 14.9 35.8 35.2 2027 38 14 0.5 0.3 0.3 10.7 7.6 18.4 18.1
2028 39 15 3.7 0.6 4.3 20.9 14.9 35.8 31.5 2028 39 15 0.5 1.8 0.3 2.1 10.3 7.4 17.7 15.5
2029 40 16 1.6 0.6 2.2 20.9 14.9 35.8 33.6 2029 40 16 0.5 0.8 0.3 1.0 9.9 7.1 17.0 15.9
2030 41 17 0.6 0.6 20.9 14.9 35.8 35.2 2030 41 17 0.5 0.3 0.3 9.5 6.8 16.3 16.1
2031 42 18 0.3 0.6 0.9 20.9 14.9 35.8 34.9 2031 42 18 0.4 0.1 0.3 0.4 9.2 6.5 15.7 15.3
2032 43 19 0.6 0.6 20.9 14.9 35.8 35.2 2032 43 19 0.4 0.3 0.3 8.8 6.3 15.1 14.9
2033 44 20 0.6 0.6 20.9 14.9 35.8 35.2 2033 44 20 0.4 0.2 0.2 8.5 6.0 14.5 14.3
2034 45 21 0.6 0.6 20.9 14.9 35.8 35.2 2034 45 21 0.4 0.2 0.2 8.2 5.8 14.0 13.7
2035 46 22 0.6 0.6 20.9 14.9 35.8 35.2 2035 46 22 0.4 0.2 0.2 7.8 5.6 13.4 13.2
2036 47 23 0.6 0.6 20.4 14.9 35.3 34.7 2036 47 23 0.4 0.2 0.2 7.4 5.4 12.7 12.5
2037 48 24 0.6 0.6 19.3 14.9 34.2 33.6 2037 48 24 0.3 0.2 0.2 6.7 5.2 11.9 11.7
2038 49 25 0.6 0.6 19.3 14.9 34.2 33.6 2038 49 25 0.3 0.2 0.2 6.4 5.0 11.4 11.2
2039 50 26 0.6 0.6 19.3 14.9 20.4 54.6 54.0 2039 50 26 0.3 0.2 0.2 6.2 4.8 6.5 17.5 17.3
2040 27 0.6 0.6 14.9 14.9 14.3 2040 27 0.3 0.2 0.2 4.6 4.6 4.4
2041 28 0.6 0.6 14.9 14.9 14.3 2041 28 0.3 0.2 0.2 4.4 4.4 4.2
2042 29 0.6 0.6 14.9 14.9 14.3 2042 29 0.3 0.2 0.2 4.2 4.2 4.1
2043 30 0.6 0.6 14.9 14.9 14.3 2043 30 0.3 0.2 0.2 4.1 4.1 3.9
2044 31 0.6 0.6 14.9 14.9 14.3 2044 31 0.3 0.2 0.2 3.9 3.9 3.8
2045 32 0.6 0.6 14.9 14.9 14.3 2045 32 0.3 0.2 0.2 3.8 3.8 3.6
2046 33 0.6 0.6 14.9 14.9 14.3 2046 33 0.2 0.1 0.1 3.6 3.6 3.5
2047 34 0.6 0.6 14.9 14.9 14.3 2047 34 0.2 0.1 0.1 3.5 3.5 3.4
2048 35 0.6 0.6 14.9 14.9 14.3 2048 35 0.2 0.1 0.1 3.4 3.4 3.2
2049 36 0.6 0.6 14.9 14.9 14.3 2049 36 0.2 0.1 0.1 3.2 3.2 3.1
2050 37 0.6 0.6 14.9 14.9 14.3 2050 37 0.2 0.1 0.1 3.1 3.1 3.0
2051 38 0.6 0.6 14.9 14.9 14.3 2051 38 0.2 0.1 0.1 3.0 3.0 2.9
2052 39 0.6 0.6 14.9 14.9 14.3 2052 39 0.2 0.1 0.1 2.9 2.9 2.8
2053 40 0.6 0.6 14.9 14.9 14.3 2053 40 0.2 0.1 0.1 2.8 2.8 2.6
2054 41 0.6 0.6 14.9 14.9 14.3 2054 41 0.2 0.1 0.1 2.7 2.7 2.5
2055 42 0.6 0.6 14.9 14.9 14.3 2055 42 0.2 0.1 0.1 2.6 2.6 2.4
2056 43 0.6 0.6 14.9 14.9 14.3 2056 43 0.2 0.1 0.1 2.5 2.5 2.4
2057 44 0.6 0.6 14.9 14.9 14.3 2057 44 0.2 0.1 0.1 2.4 2.4 2.3
2058 45 0.6 0.6 14.9 14.9 14.3 2058 45 0.2 0.1 0.1 2.3 2.3 2.2
2059 46 0.6 0.6 14.9 14.9 14.3 2059 46 0.1 0.1 0.1 2.2 2.2 2.1
2060 47 0.6 0.6 14.9 14.9 14.3 2060 47 0.1 0.1 0.1 2.1 2.1 2.0
2061 48 0.6 0.6 14.9 14.9 14.3 2061 48 0.1 0.1 0.1 2.0 2.0 1.9
2062 49 0.6 0.6 14.9 14.9 14.3 2062 49 0.1 0.1 0.1 1.9 1.9 1.9
2063 50 0.6 0.6 14.9 24.4 39.3 38.7 2063 50 0.1 0.1 0.1 1.9 3.1 4.9 4.8

383.1 55.8 438.9 1,021.2 745.0 44.8 1,811.0 1,372.1 967.4 53.0 1020.4 906.9 284.6 9.6 1201.1 180.7合　計

年度

割　　引　　後社会的
割引率
（1.04）施設供用期間

合　計

年度

割　　引　　前

施設供用期間
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鳥取港千代地区防波堤整備事業

費用便益の概要

便益

単位当りの便益
項目 区分

単位 備考 単位

輸送コスト削減 3.8 千円／トン・年 輸送距離短縮による陸上輸送費用の削減 20.9 億円/年

海難事故等による損
失の回避

1.4 億円/隻・年 避難泊地確保による海難事故の損失回避 14.9 億円/年

残存価値 残存価値 44.8 億円

＊便益の算出にあたっては、「港湾整備事業の費用対効果分析マニュアル（平成１６年６月）」を参照
費用

　費用項目

　事業の対象施設

便益（代表年）

利用者便益

ふ頭用地、防波堤、上屋及び荷役機械の残存価値

防波堤（第1）、防波堤（第1）（西）、防波堤（第2）、防波堤（第2）（改良）、防波堤（第3）、防波堤（第3）（撤去）、防波堤（第5）
岸壁（-10m）、岸壁（-7.5m）、岸壁(-5.0m)、岸壁(-4.5m)、泊地（-10m）、泊地（-7.5m）、臨港道路、ふ頭用地、上屋、荷役機械

建設費、管理運営費、更新投資費



【参考資料４－１】

〔輸送コスト削減便益〕

【陸上輸送費用】

〔海難事故等による損失の回避便益〕

【海難事故等による損失費用】

損失額（千円/年） 0 1,490,730

海難事故等による損失の回避便益（千円/年） 1,490,730

避難船隻数（隻/年） 0 11.1

１船当たり損失額（千円/隻） 134,300 134,300

　鳥取港に入出港する小型貨物船の海難事故等による損失額の削減額を算出する。
　プロジェクト実施により、年間14.9億円の削減が可能となる。

項　　目
With時 Without時

鳥取港 鳥取港

2,093,012陸上輸送費用削減便益（計）（千円/年）

2,931,768陸上輸送費用（千円／年） 838,756

55,400

554

55,400

208

554

15,140 52,920

15

輸送費用（円／台）

使用台数（台）

貨物取扱量（千ﾄﾝ／年）

輸送距離（往復・km)

　鳥取港で取扱う貨物の陸上輸送費用の削減額を算出する。Without時の代替港は境港とし、取扱貨物量は将
来推計貨物量となる554千ﾄﾝ/年とする。
　プロジェクト実施により、大型岸壁が利用可能となり陸上輸送費用が年間20.9億円の削減が可能となる。

境港⇔荷主

With時 Without時
項　　目

鳥取港⇔荷主



【参考資料４－２】

〔残存価値〕

【残存価値】

164,000

10,700

17.5

50

50

168.3

16.8

50

50

76.2

7.6

14

38

0.90

0.5

10

38

1.60

1.1

11

17

4.00

1.3

※1平成21年鳥取港分譲価格。

※2事業終了後H26～H75

※3事業終了後H38～H51

※4事業終了後H42～H51

《ふ頭用地》

(1－( ｌ / L)）×(9/10)×A

《上屋(1号岸壁)》

Ｌ：耐用年数（年）

Ａ：当初価格（億円）

建設用地面積(m2)

地価単価（円/m2）　※1

残存価値(億円)

《防波堤(第1）》

l：投資後からの年数（年）
※2

プロジェクトの供用期間の終了とともに、その時点で残っている資産を残存価値として精算されると仮定す
る。
本プロジェクトにおいて残存価値を計上できる、ふ頭用地、防波堤（第１）、防波堤（第１）（西）、上屋、荷役機
械の残存価値を計上する。
供用期間の終了と共に、44.8億円の残存価値が発生する。

項　　目 With時 Without時

Ａ：当初価格（億円）

(1－( ｌ / L)）×(9/10)×A

Ｌ：耐用年数（年）

l：投資後からの年数（年）
※4

Ｌ：耐用年数（年）

Ａ：当初価格（億円）

《荷役機械》

《防波堤(第1)(西)》

l：投資後からの年数（年）
※2

Ｌ：耐用年数（年）

Ａ：当初価格（億円）

(1－(9/10)×( ｌ / L)）×A

《上屋(3号岸壁)》

l：投資後からの年数（年）
※4

(1－( ｌ / L)）×(9/10)×A

Ｌ：耐用年数（年）

l：投資後からの年数（年）
※3

(1－(9/10)×( ｌ / L)）×A

Ａ：当初価格（億円）



鳥取港千代地区防波堤整備事業

〔鳥取県への意見照会と回答〕





【港湾事業】

事業名 「対応方針（原案）」案※ 備考

鳥取港千代地区
防波堤整備事業

継続

※貴県の意見を踏まえ、「中国地方整備局事業監視委員会」へ諮る
　対応方針（原案）を作成するためのものです。
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